
JP 4819063 B2 2011.11.16

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ネットワーク内で使用するアクセスポイントにおいて、前記ネットワークが、複数
の無線局及び前記アクセスポイントを有し、
　前記アクセスポイントは、トラフィックタイプ毎に遅延データを測定し、前記トラフィ
ックタイプの遅延データは、
　アクノリッジメントが必要とされない場合には、前記トラフィックタイプのＭＡＣサー
ビスデータ単位が、前記アクセスポイントのＭＡＣレイヤのＭＡＣサービスアクセスポイ
ントに入ってから、前記ＭＡＣレイヤが、前記アクセスポイントのＰＨＹレイヤから物理
レイヤ送信エンド確認を受信するまでの時間に基づき、
　アクノリッジメントが必要とされる場合には、前記ＭＡＣサービスデータ単位が、前記
アクセスポイントのＭＡＣレイヤのＭＡＣサービスアクセスポイントに入ってから、前記
ＭＡＣレイヤが、前記ＭＡＣサービスデータ単位を受信する無線局から受信されるアクノ
リッジメントフレームに対してＰＨＹレイヤから物理レイヤ受信エンド確認を受信するま
での時間に基づく、
アクセスポイント。
【請求項２】
　複数の無線局と、
　請求項１に記載のアクセスポイントと、
を有する無線ネットワーク。
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【請求項３】
　請求項２に記載の無線ネットワークであって、前記トラフィックタイプは、アクセスカ
テゴリ、トラフィックストリーム又はユーザ優先度を含む、ネットワーク。
【請求項４】
　請求項２に記載の無線ネットワークであって、前記遅延データは、平均遅延、最大遅延
、最小遅延、当該遅延の標準偏差、当該遅延の分散量及び当該遅延のヒストグラムのうち
の１つ又は複数である、ネットワーク。
【請求項５】
　請求項２に記載の無線ネットワークであって、前記無線局の各々は、前記遅延データの
リクエストをなすよう適応させられる、ネットワーク。
【請求項６】
　請求項２に記載の無線ネットワークであって、前記無線局の各々は、前記遅延データを
レポートするよう適応させられる、ネットワーク。
【請求項７】
　請求項２に記載の無線ネットワークであって、前記アクセスポイントは、前記遅延デー
タのリクエストをするように適応させられる、ネットワーク。
【請求項８】
　請求項２に記載の無線ネットワークであって、前記アクセスポイントは、前記遅延デー
タをレポートするよう適応させられる、ネットワーク。
【請求項９】
　無線ネットワーク内で使用する無線局において、前記ネットワークが、アクセスポイン
ト及び１つ又は複数の他の無線局を有し、
　前記無線局は、トラフィックタイプ毎に遅延データを測定し、前記トラフィックタイプ
の遅延データは、
　アクノリッジメントが必要とされない場合には、前記トラフィックタイプのＭＡＣサー
ビスデータ単位が、前記アクセスポイントのＭＡＣレイヤのＭＡＣサービスアクセスポイ
ントに入ってから、前記ＭＡＣレイヤが、前記アクセスポイントのＰＨＹレイヤから物理
レイヤ送信エンド確認を受信するまでの時間に基づき、
　アクノリッジメントが必要とされる場合には、前記ＭＡＣサービスデータ単位が、前記
アクセスポイントのＭＡＣレイヤのＭＡＣサービスアクセスポイントに入ってから、前記
ＭＡＣレイヤが、前記ＭＡＣサービスデータ単位を受信する無線局から受信されるアクノ
リッジメントフレームに対してＰＨＹレイヤから物理レイヤ受信エンド確認を受信するま
での時間に基づく、
無線局。
【請求項１０】
　無線ネットワークにおける無線通信方法において、前記無線ネットワークが、アクセス
ポイント及び複数の無線局を有し、前記アクセスポイント又は前記無線局の１つ若しくは
複数、又はこれら双方は、トラフィックタイプ毎に遅延データを測定し、前記トラフィッ
クタイプの遅延データは、
　アクノリッジメントが必要とされない場合には、前記トラフィックタイプのＭＡＣサー
ビスデータ単位が、前記アクセスポイントのＭＡＣレイヤのＭＡＣサービスアクセスポイ
ントに入ってから、前記ＭＡＣレイヤが、前記アクセスポイントのＰＨＹレイヤから物理
レイヤ送信エンド確認を受信するまでの時間に基づき、
　アクノリッジメントが必要とされる場合には、前記ＭＡＣサービスデータ単位が、前記
アクセスポイントのＭＡＣレイヤのＭＡＣサービスアクセスポイントに入ってから、前記
ＭＡＣレイヤが、前記ＭＡＣサービスデータ単位を受信する無線局から受信されるアクノ
リッジメントフレームに対してＰＨＹレイヤから物理レイヤ受信エンド確認を受信するま
での時間に基づく、
方法。
【請求項１１】
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　請求項１０に記載の方法であって、前記トラフィックタイプは、アクセスカテゴリ、ト
ラフィックストリーム又はユーザ優先度を含む、方法。
【請求項１２】
　請求項１０に記載の方法であって、前記遅延データは、平均遅延、最大遅延、最小遅延
、当該遅延の標準偏差、当該遅延の分散量及び当該遅延のヒストグラムのうちの１つ又は
複数である、方法。
【請求項１３】
　請求項１０に記載の方法であって、
　複数の無線局及びアクセスポイントを設けることと、
　前記アクセスポイントにより前記無線局からの遅延データをリクエストすることと、
をさらに有する方法。
【請求項１４】
　請求項１０に記載の方法であって、
　複数の無線局及びアクセスポイントを設けることと、
　前記アクセスポイントにより前記遅延データを前記無線局にレポートすることと、
をさらに有する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、サービスが区別化される無線ネットワークにおけるＱｏＳの測定及び監視に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　データ及び音声通信における無線接続機能の利用は増え続けている。このため、無線通
信帯域幅は、チャネル変調技術の進歩とともに大幅に大きくなっており、無線ローカルエ
リアネットワーク（ＷＬＡＮ）を有線の光ファイバによる方策に対する実現可能な代替手
段としている。
【０００３】
　知られているように、規格はしばしばＷＬＡＮを管理する。このような規格の１つは、
ＩＥＥＥ８０２．１１である。ＩＥＥＥ８０２．１１は、ＷＬＡＮのＭＡＣ（Medium Acc
ess Control）サブレイヤ及び物理（ＰＨＹ；Physical）レイヤの仕様をカバーする規格
である。
【０００４】
　この８０２．１１規格は音声及びデータトラフィックの制御における重要な改善を規定
するものであるが、サービスの質（ＱｏＳ；quality-of-service）の条件をサポートしな
がら増大したチャネルレートでのネットワークアクセスのための継続した要求の増加は、
当該規格の継続した評価とそれに対する特定の変更をもたらしてきた。例えば、ネットワ
ークにおける従来の音声及びデータトラフィックの継続したサポートの他にも、ＷＬＡＮ
におけるリアルタイムマルチメディアサービス（例えばストリーミングビデオ）のための
サポートに多大な尽力がなされてきた。ＩＥＥＥ８０２．１１Ｅは、ある程度この問題に
対処するものである。
【０００５】
　８０２．１１Ｅ規格は、共通チャネルによるマルチメディア及び従来のトラフィックを
伝送する必要性から作られている。これから分かるように、マルチメディアトラフィック
は、種々の量の帯域幅と、多くの従来のアプリケーションとは異なるアクセス待ち時間と
を必要とする。当該媒体へのアクセスの協調を通じてネットワークの効率を向上させよう
とすると、ネットワークのアクセスポイント（ＱＡＰ）又はホストは、色々な方法のうち
の１つにより当該媒体へのアクセスを許可する。
【０００６】
　この、媒体へのアクセス許可は、判断基準に基づいており、しばしば、サービスの差別
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化とも呼ばれる。
【０００７】
　ＷＬＡＮの動作チャネルのアクセス／使用を協調させようとするために用いられる１つ
の技術は、ポーリングである。ポーリングとは、無線局（ＱＳＴＡ）が当該ストリームの
要件のような或る特定の要件によりＱＡＰに送信を伝える処理である。各ＱＳＴＡは、Ｑ
ＡＰへアプリケーションの要件を送信することになり、当該ＱＡＰは要件に応じて媒体（
チャネル）を確保する。この態様において、媒体へのアクセスは、一般のアプリケーショ
ンタイプによるものではなく、特定のアクセス要件により許可される。このタイプの媒体
アクセス確保は、トラフィック仕様（ＴＳＰＥＣ；traffic specification）ネゴシエー
ションと呼ばれ、サービスの差別化の一タイプである。
【０００８】
　この要求を受信した後、ＱＡＰは当該リクエストを拒否するか又はそれを受け付ける。
受け付けられたストリームを伴うＱＳＴＡは、提示された持続期間における許可チャネル
アクセス権の有効な許可である発せられたポールである。
【０００９】
　８０２．１１Ｅ規格においては、他の優先順位付け方法が考慮されている。この方法は
、アプリケーションをトラフィッククラスに分類し、各クラスがアクセスの異なる優先度
を有する。この方法において、各クラスのトラフィック又はトラフィックタイプは、低優
先度トラフィックとは異なる当該チャネルへのアクセスの確率を有する。
【００１０】
　上に概要を説明したサービスの差別化（チャネルアクセス許可又はチャネル優先度）の
方法は、無線システムの能力を大きく向上させているものの、増大したアプリケーション
要件がさらなる改善を要求している。１つの知られた改善策は、提案された補正案８０２
．１１Ｈ及び８０２．１１Ｋにおいて具現化されている種々のチャネルデータの監視及び
測定によるものである。
【００１１】
　この提案された８０２．１１Ｈ補正案は、特定のレーダ装置が送信状態にないことを保
証するために周波数の監視を含む。これら装置が送信状態にあると、ＱＡＰは、例えばレ
ーダとの干渉を避けるため、異なるチャネル周波数へ変わるようにＱＳＴＡに要求する。
【００１２】
　提案された８０２．１１Ｋ補正案は、現在のＱＡＰによる近いＱＡＰに関する情報、当
該ＱＡＰ又は他のＱＳＴＡから隠れたノードについての情報及び規定された時間期間にお
いて得られるノイズヒストグラムを監視し測定することを含む。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　この８０２．１１Ｈ及び８０２．１１Ｋの測定及び監視技術は、無線ネットワークにお
けるネットワークの管理容易性を向上させるのに有用なものとすることができる。しかし
ながら、こうしたネットワーク測定及び監視技術は、サービスの差別化されたネットワー
クの必要性に熟達したしたものではない。例えば、現在の測定及び監視方法は、異なるタ
イプのトラフィックを区別することが欠落している。
【００１４】
　したがって、必要とされるのは、少なくとも上述した既知の方法及び装置の短所を克服
する無線通信方法及び装置なのである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　具体的実施例によれば、無線ネットワークは、複数の無線局（ＱＳＴＡ）とアクセスポ
イント（ＱＡＰ）を含む。このＱＡＰ、又はＱＳＴＡのうちの１つ若しくは複数、或いは
これらの双方は、１つ又は複数のトラフィックタイプ毎に遅延データ若しくはキューデー
タ又はこれら双方を測定するように適応させられる。
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【００１６】
　他の具体的実施例によれば、無線通信の方法は、遅延データ若しくはキューデータ又は
これら双方を１つ又は複数のトラフィックタイプ毎に測定し、必要に応じて当該データに
基づいた動作を行うことを含む。
【００１７】
　これら具体的実施例は、添付の各図面とともに読んだ場合に次の詳細な説明から最も理
解される。なお、種々の図は必ずしも正確な縮尺で描かれてはいない。実際、説明を明瞭
とするためにそれらの寸法を任意に大きくしたり又は小さくしたりすることがある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下の詳細な説明においては、説明のためであって限定する目的ではなく、本発明の徹
底した理解を提供するため特定の細部を開示する具体的実施例を記述している。但し、本
開示内容の利益を享受した通常の当業者であれば、ここで開示される特定の細部から外れ
た他の実施例により本発明を実現することができることが分かる筈である。さらに、周知
の装置、方法及び材料の説明は、本発明の説明を不明瞭としないように省略されることも
ある。どんな場合にも、終始、同様の符号は同様の事項を指し示すものである。
【００１９】
　簡潔に述べれば、本具体的実施例は、サービスの差別化される無線ネットワークにおい
てデータの監視、記憶、要求及び報知に関するものである。例示のものとして、これらデ
ータは、遅延データ及びキューデータである。各具体的実施例において、遅延データ若し
くはキューデータ又はこれら双方は、アクセスカテゴリ毎、トラフィックストリーム毎、
ユーザ優先度毎又は局毎に収集されることができる。なお、これらトラフィックタイプは
、例証に過ぎず、これらデータは、無線技術における通常の当業者の認識範囲内の他のト
ラフィックタイプについて収集可能である。
【００２０】
　有益なのは、データへのアクセスにより、ＱＳＴＡ又はＱＡＰが達成されつつあるＱｏ
Ｓのレベル及びシステム状態（遅延、キュー長など）の情報を知ることができることであ
る。さらに、これらデータにより、ＱＡＰは、現に生じている又は傾向が続いているとき
に生じる可能性のある問題、そして当該問題が生じている場合には当該問題の大きさを認
識することができる。そこでＱＡＰは、その問題を解消しようとする訂正又は緩和のステ
ップをなすことができる。また、これらデータにより、ＱＳＴＡは、近くのネットワーク
への加入又は当該媒体にアクセスするためのより長い時間の要求のための決定などの特定
の決定をなすことができる。
【００２１】
　図１は、具体的実施例によるネットワーク１００を示している。このネットワーク１０
０は、少なくとも１つのＱＡＰ１０１を含み、このＱＡＰは、無線インフラ（図示せず）
により複数のＱＳＴＡ１０２に接続される。なお、この具体的実施例では４つのＱＳＴＡ
１０２が示されている。これは、具体的実施例の説明を明瞭にするためになされている。
【００２２】
　ＱＳＴＡ１０２は、例示のものとして、パーソナルコンピュータ、民生機器、ハンドセ
ット、パーソナルディジタルアシスタント（ＰＤＡ）及びネットワークを介して有用に接
続されるその他の装置といった携帯型の装置とされる。具体的実施例によれば、ネットワ
ーク１００及びその要素は、ＩＥＥＥ８０２．１１規格及びその後継のものに実質的に準
拠している。例証として、ネットワーク１００は、ＷｉＦｉネットワーク又は他のタイプ
の無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）である。ネットワーク１００はまた、本
願の具体的実施例の変更及び改善例も含むものである。
【００２３】
　動作において、ＱＡＰ１０１は、各種ＱＳＴＡ１０２の間の通信を指示する。このため
、ＱＡＰ１０１は、ＱＳＴＡ１０２による音声、ビデオ及びデータの送信を調整する。具
体的実施例によれば、ＱＳＴＡ１０２は、ＱＡＰ１０１を介してのみ、互いに接続される
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。他の具体的実施例によれば、ＱＳＴＡは、最初にＱＡＰ１０１へ送信する必要なく、１
つ又は複数のＱＳＴＡとの通信状態となることができる。先に触れた実施例はアップリン
クを指しているが、後に触れた実施例はダイレクトリンクを指している。ＷＬＡＮ１００
のこれら態様の細部は具体的実施例の包括的な理解に密接な関係があるが、これらの細部
は、通常の当業者には広く知られているものである。それ故、具体的実施例の説明を曖昧
にすることを避けるために、こうした細部には言及しないものとする。
【００２４】
　図２は、具体的実施例により遅延データ若しくはキューデータ又はこれら双方を取り込
み記憶する方法のフローチャートである。図２の方法を、図１のネットワーク１００に関
連づけて説明する。なお、これは例証に過ぎず、本方法は他の種類の無線ネットワークに
おいて実現可能であることが分かる。前に触れたように、ＱＡＰ１０１若しくはＱＳＴＡ
１０２又はこれら双方は、選択された１つのトラフィックタイプ又は種々のトラフィック
タイプの遅延又はキューのデータを取り込み記憶するのが好ましい。このため、或る特定
の具体的実施例では、ＱＡＰは、遅延又はキューのデータを取り込み記憶している。他の
具体的実施例では、ＱＳＴＡ１０２の１つ又は複数は遅延キューデータを取り込み記憶す
る。またさらに他の具体的実施例では、ＱＡＰ１０１及びＱＳＴＡ１０２の１つ又は複数
の遅延データ又はキューデータを取り込む。
【００２５】
　ステップ２０１において、ＱＡＰ１０１又はＱＳＴＡ１０２は、統計値及び測定パラメ
ータを選択する。これらパラメータは、限定はしないが、平均遅延、最大遅延、最小遅延
、当該遅延の標準偏差又は分散量、及び当該遅延のヒストグラムを含む。同様に、ＱＡＰ
１０１又はＱＳＴＡ１０２は、当該キューに関係する統計値及び測定パラメータ（平均キ
ュー長、最大キュー長、最小キュー長、当該キュー長の標準偏差又は分散量及びキュー長
のヒストグラム）から選択することができる。
【００２６】
　ステップ２０２において、ＱＡＰ１０１若しくはＱＳＴＡ１０２又はこれら双方は、所
望の１つのトラフィックタイプ又は複数のトラフィックタイプ毎に、選択されたパラメー
タの所望のデータを取り込む。ここでも、これらトラフィックタイプは、アクセスカテゴ
リ、トラフィックストリーム、ユーザ優先度又は局を含むがこれらに限定されるものでは
いない。データの取り込みは、選択されたトラフィックタイプにおける特定のパラメータ
に関する性能を監視することにより行われる。例えば、ＱＡＰ１０１は、ビーコン間隔又
はサービス間隔において、この間隔における平均遅延を判定するためにアクセスカテゴリ
毎に遅延を監視することができる。或いは、適切なデータの取り込みは、他のノードの１
つのノードによるリクエストを通じて行われることができる。例えば、ＱＡＰは、ＱＳＴ
Ａからトラフィックタイプに関する遅延又はキューデータを望むと、リクエストを介して
ＱＳＴＡからこれらデータを取り込むことができる。
【００２７】
　ステップ２０３において、オプションとして、ＱＳＴＡ１０２の１つ又は複数は、取り
込んだデータをＱＡＰ１０１に転送する。この転送は、ＱＡＰ１０１からＱＳＴＡ１０２
への転送のためのリクエストの結果としてもよいし、ＱＳＴＡ１０２からＱＡＰ１０１へ
の求められていない転送としてもよい。
【００２８】
　ステップ２０４において、ＱＳＴＡ１０２又はＱＡＰ１０１は、当該関連のデータを記
憶する。さらに、計算がなされる場合にはステップ２０４で行われるようにしてもよい。
例えばＱＡＰ１０１は、規定数のデータパケットにおけるキュー長の統計学的平均を求め
ることができる。ステップ２０４の間でステップ２０２におけるデータ取り込みの後、Ｑ
ＡＰ１０１はその平均を計算することができる。
【００２９】
　ステップ２０５においては、必要に応じて、取り込まれたデータに基づき、ＱＡＰ１０
１又はＱＳＴＡ１０２はその機能を変更することができる。この変更は、様々な動作のう
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ちの１つとすることができる。さらに、複数の動作を、対象のＱＳＴＡ又はＱＡＰにより
行われるようにしてもよい。例示のものとして、最大遅延に関するデータを取り込んだ後
は、ＱＡＰ１０１は、最大遅延がストリーミングビデオのために閾値の許容可能遅延を十
分に下回っていることを判定し、ＱＡＰ１０１は、最大遅延に対しかなり低い閾値を有す
る他のタイプ（例えば音声）のデータのパケットに割り当てられる時間を増大させること
ができる。これを行うことにより、ストリーミングビデオは、（ここではＱＡＰによりな
される治癒的な動作の前におけるものよりも大なる遅延を伴うものとなるが）その閾値の
最大遅延を下回ったまま維持することが可能であり、他のデータは、より迅速に通信され
ることが可能である。これにより、これら他のタイプのデータについてのスループット及
び効率は、ビデオ通信の質を犠牲にすることなく増加する。
【００３０】
　注目に値するのは、ステップ２０２及び２０４におけるデータの取込及び記憶は、ステ
ップ２０５の動作が実行される前に完了させる必要がないという点である。例えば、アク
セスカテゴリ毎に閾値限界近傍のキュー長の取込の間では、ＱＡＰ１０１は、当該閾値の
到達又は超過を回避するために或る修正動作を行うことができる。
【００３１】
　ステップ２０５の修正動作の完了の後、当該処理はステップ２０１で開始し必要に応じ
て繰り返されるようにしてもよい。なお、特定の時間期間又は所望のデータポイント数の
完了前に動作が行われる場合、データの連続的な取込記憶及び分析は、ステップ２０２及
び２０４毎に継続可能である。さらに、例示の方法は、必要に応じて、ステップ２０２～
２０５の並列の実行を想定している。
【００３２】
　特定の具体的実施例によれば、監視されるパラメータは、図３ａ及び図３ｂに示される
ような管理情報ベース（ＭＩＢ；management information base）に含まれるようにして
もよい。知られているように、ＭＩＢは、無線ネットワークの統括プロトコル（例えばＩ
ＥＥＥ８０２．１１）に準じてＱＡＰ１０１又はＱＳＴＡ１０２に含まれるのが普通であ
る。容易に理解できるように、ＭＩＢにおけるデータの収集及びデータの記憶は、図１の
具体的実施例のもののようなネットワークにおいて図２の具体的実施例の方法により行わ
れるようにしてもよい。
【００３３】
　図３ａに示されるようにＭＩＢ３００は、３２バイトレジスタによる平均遅延３０１と
、３２バイトレジスタによる最大遅延３０２と、３２バイトレジスタによる最小遅延３０
３と、当該遅延の標準偏差３０４と、３２バイトレジスタによる当該遅延における分散量
と、可変バイトレジスタによる遅延ヒストグラム３０５とを含みうる。なお、これらパラ
メータは例示に過ぎず、他のパラメータも測定のために選ぶことができる。さらに、これ
ら収集され記憶されたパラメータの単位は、マイクロ秒、ミリ秒、スロット、ＴＵ、ＳＩ
ＦＳ、ＰＩＦＳ等の秒の倍数又は約数とすることができる。
【００３４】
　これらパラメータが具体的実施例によりさらに規定されることは注目に値することであ
る。例えば、非アクノリッジメント（非ＡＣＫ）又はブロックアクノリッジメント（ブロ
ックＡＣＫ）ポリシーを有する無線ネットワークにおいてＭＡＣ遅延を測定することは有
用となりうる。例証の目的で、特定のトラフィックタイプについてのＭＡＣ遅延（例えば
トラフィックストリーム毎のＭＡＣ遅延）を考える。トラフィックストリームのパケット
データのＭＡＣ遅延は、ＭＡＣが送信又は測定を引き受けるＱＳＴＡ又はＱＡＰのＰＨＹ
レイヤから物理レイヤ送信エンド（ＰＨＹ ＴＸ－ＥＮＤ）確認を受信する時までの、選
ばれたトラフィックストリームのＭＡＣサービスデータ単位がＭＡＣサービスアクセスポ
イント（ＳＡＰ）に入るときの時間として規定可能である。したがって、非ＡＣＫ又はブ
ロックＡＣＫポリシーネットワークにおいて、ＭＡＣ遅延は、上側レイヤからのパケット
の受信から、ＰＨＹレイヤによる送信の確認がＰＨＹレイヤにより送信される時までの間
の時間として規定可能である。
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【００３５】
　ＡＣＫの送信を必要とするネットワークでは、当該遅延は、ＭＡＣがＡＣＫを受信する
までのＭＤＳＵがＭＡＣのＳＡＰに入るときの時間として規定可能である。例えば、ＭＡ
Ｃは、受信しているＳＴＡから受信される対応のＡＣＫフレームのＰＨＹレイヤからＰＨ
Ｙ－ＲＸ ＥＮＤ指標メッセージを受信することができる。
【００３６】
　図３ｂは、他の具体的実施例によるＭＩＢ３００を示している。本具体的実施例におけ
るＭＩＢ３００は、キューに関する種々のパラメータを含む。このため、ＭＩＢ３００は
、例証として、３２バイトレジスタにおける平均キュー長３０７と、３２バイトレジスタ
における最大キュー長３０８と、３２バイトレジスタにおける最小キュー長３０９と、当
該キュー長の標準偏差３１０と、３２バイトレジスタにおける当該キュー長の分散量３１
１と、可変バイトレジスタにおけるキュー長ヒストグラム３１２とを含む。例証として、
これらデータの計算及び記憶の単位は、ビットやＫバイトなどのバイトの倍数又は約数に
よるものとすることができる。
【００３７】
　これから分かるように、所望のトラフィックタイプの遅延及びキュー情報は、図１の具
体的実施例について説明したようなネットワークにおける修正動作のために、集められ、
記憶され、用いられることができる。さらに、図２の具体的実施例の方法は、当該収集、
記憶及び使用をなすために用いることができる。また、遅延及びキューデータは、ＱＡＰ
によりＱＳＴＡに対する測定リクエスト又は上側レイヤからＱＳＴＡへの幾分か高めのレ
ベルのネットワークプロトコルコマンドのような外部の刺激に応答して監視され収集され
ることができる。さらに、遅延及びキューデータは、幾つか限定して例を挙げると、ネッ
トワーク輻輳又は周期的な監視などの内部刺激に応答して監視又は収集されることができ
る。
【００３８】
　前に触れたように、遅延及びキューデータを集めることのできる例証としてのトラフィ
ックタイプが多数ある。これらデータの取り込みには明確な利益がある。或る例示として
の利益は、具体例を通じてここで説明される。
【００３９】
　よく知られているように、アクセスカテゴリは、８０２．１１規格の下で規定されるＭ
ＡＣレイヤにおけるデータタイプのクラスである。これらカテゴリは、限定はしないが、
ビデオカテゴリ、最善努力式カテゴリ、音声カテゴリ及び背景トラフィックカテゴリを含
む。特定のアクセスカテゴリの遅延又はキュー長を知ることにより、当該カテゴリにおけ
るデータのさらなる送信について決定をなすことができる。例えば、ビデオカテゴリのキ
ュー長が大きすぎ、他の監視された情報からＱＳＴＡが他のＱＡＰを認識すると、ＱＳＴ
Ａは、その（隣接ＱＡＰ）機能又はその現在の状態を隣接ＱＡＰにリクエストすることが
できる。そしてＱＳＴＡは、ビデオデータのサービス供給のために隣接ＱＡＰとの関連付
けを形成することを決定可能となる。
【００４０】
　他の既知のトラフィックタイプは、トラフィックストリームである。トラフィックスト
リームの要件は、ＴＳＰＥＣにおけるＱＳＴＡにより送信される。理解できるように、Ｑ
ＡＰは、当該要件に基づいてリクエストするＱＳＴＡのタイムスロットを維持することが
できる。したがって、各トラフィックストリームにつきキューが維持される。トラフィッ
クストリームの遅延又はキューの測定は、その後の送信に関連する決定においてＱＳＴＡ
に利益を与える。例えば、ＱＡＰからの追加の時間を要求したり、データレートを変更す
ることは有益となりうる。
【００４１】
　他の既知のトラフィックタイプは、ユーザ優先度（ＵＰ；user priority）に基づいて
区別される。このＵＰは、通常はＭＡＣレイヤにおけるアクセスカテゴリ毎の２つのＵＰ
により、アクセスカテゴリにマップ化される。知られているように、各アクセスカテゴリ
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は、チャネル又は媒体にアクセスする異なる確率を有する。ＵＰは、上側のレイヤにあり
、アクセスカテゴリにマップ化される。理解できるように、ユーザ優先度毎の遅延又はキ
ュー長のアクノリッジは、ユーザ優先度に基づいてデータをより効率良く送信するために
用いることができる。例えば、所定の平均遅延値より下の或るＵＰに属するデータを送信
することは望ましいものとなりうる。当該ＵＰのためのＭＡＣにおいて生じている実際の
遅延を知ることによって、ＭＡＣは、その後にネットワークパラメータを変え、ＵＰトラ
フィックの遅延を所望の限界内に持ち込むことができる。
【００４２】
　最後に、遅延若しくはキュー長又はこれら双方は、トラフィックタイプの代わりに、局
毎に集めてもよい。この例証の実施例においては、所望のデータを集めるために、計算、
記憶及び測定リソースは少なくて済む。この態様において、遅延又はキュー長は、前述し
たようにデータに基づいて何らかの可能な訂正動作を決定するために、ＱＳＴＡ若しくは
ＱＡＰ又はこれら双方により用いられることができる。例えば、ＱＳＴＡは、許容不可能
な遅延を被ると、ＱＡＰからより大なる時間量をリクエストしたり、或いは関連づけをな
す対象の他のＱＡＰを探すようにすることができる。
【００４３】
　図４ａから図８ｂは、具体的実施例による様々な測定リクエスト及び測定レポート（報
知）についてのフレームフォーマット（すなわち、データフレームのフォーマット）を示
している。これらフォーマットは、図１の具体的実施例のＱＡＰ１０１及びＱＳＴＡ１０
２によりこれらの間で伝送可能である。例証として、これらフレームは、８０２．１１規
格及びその後継のものに記載されているような送信及び受信プロトコルに従って送信され
る。このような送信の詳細の多くは、通常の当業者にはよく知られているので、本例示の
実施例の説明を曖昧にすることを避けるため、これら詳細を省略するものとする。
【００４４】
　図４ａは、具体的実施例によるレポート要素フォーマットである。このフレームは、要
素ＩＤ４０１と、フレーム長要素４０２と、値要素４０３とを含む。値要素４０３は、前
述したトラフィックタイプの１つ又は複数の測定された遅延又はキューデータとすること
ができる。例証として、このフレームは、測定リクエストに応答して、或いは必要とされ
ていない測定の結果がＱＳＴＡ又はＱＡＰから送られているときに送信される。
【００４５】
　図４ｂは、他の具体的実施例による代替のレポート要素フォーマットである。このフレ
ームは、要素ＩＤ４０４と、長さ要素４０５と、測定されたパラメータ要素とを含む。す
なわち、測定されたＱｏＳパラメータ平均値要素４０６と、測定された最大値要素４０７
と、測定された最小値要素４０８と、測定された標準偏差値要素４０９と、測定された分
散量値要素４１０は、このフレームに含まれる。これから分かるように、パラメータは、
遅延又はキューの１つとすることができ、前述したもののような特定のトラフィックタイ
プ毎に又は局毎のものとすることができる。
【００４６】
　図５ａは、具体的実施例によるリクエスト要素フォーマットである。例証として、この
フレームは、特定のタイプのデータのヒストグラムをリクエストするために用いることが
できる。このフレームは、要素ＩＤ５０１、長さ要素５０２、第１のオフセットビン要素
５０３、複数ビン要素５０４及びビン間隔５０５を含む。よく知られているように、ビン
は通常、時間などのパラメータの単位である。第１のオフセットビンは、初期ビン値を提
供し、ビン数及びビン間隔は、測定のパラメータを提供する。例証を目的として、ヒスト
グラムは、特定のＵＰの遅延のために望まれる。第１のオフセットビンは、５ｍｓｅｃの
遅延とすることができ、ビン間隔は３ｍｓｅｃとすることができ、ビンの数は５ビンとす
ることができる。これらデータから、ヒストグラムを得ることができる。
【００４７】
　図５ｂは、具体的実施例による測定されるＱｏＳパラメータリクエスト要素フォーマッ
トである。このフレームは、要素ＩＤ５０６、長さ要素５０７、第１のビンオフセット要
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素５０８、複数ビン要素５０９、ビン間隔５１０、ビン＃１値要素５１１、ビン＃２値要
素５１２及びビン＃Ｎ値要素５１３を含み、数（Ｎ－２）ビン値要素は要素５１２と要素
５１３との間としている。図５ｂのフレームは、各所望のビンにつきビン値を提供し、各
ビンのビン値をその対応するフレーム要素に置くものとしている。このフレームは、図５
ａのフレームのようなリクエストフレームに応答して、リクエストされているＱＳＴＡ又
はＱＡＰからリクエストしているＱＳＴＡ又はＱＡＰに送信されるものである。図５ｂの
フレームは、トラフィックタイプ毎又は前述した局毎に、所望の測定された遅延データ又
は測定されたキューデータを提供する。有益なのは、ビンデータは、リクエストしている
ＱＴＳＡ又はＱＡＰにヒストグラムを供給することである。
【００４８】
　図６ａは、具体的実施形態による測定リクエストフレームボディフォーマットである。
このフレームは、集合タイプフレーム要素６０１とＡＣ／ＴＳ／ＵＰのＩＤ要素６０２と
を含む。フレーム要素６０１は、測定すべきトラフィックタイプ（又は局）を含む。例え
ばフレーム６０１は、遅延／キュー測定値がアクセスカテゴリ（ＡＣ）、トラフィックス
トリーム（ＴＳ）又はＵＰ毎とすべきことを示すことができ、ＩＤ要素は、ＡＣ，ＴＳ又
はＵＰの特定のタイプを提供する。そしてフレーム６０２は、測定すべき特定のＡＣ，Ｔ
Ｓ又はＵＰを含む。このフレームはまた、どのパラメータが測定されるべきかを詳細に示
す測定されたＱｏＳパラメータ要素マップ６０３も含む。例えば、このフィールドは、測
定されたＴＳ毎にキュー長のヒストグラムをリクエストする。勿論、これは例証に過ぎず
、他のパラメータが当該具体的実施例に従って測定可能である。
【００４９】
　図６ｂは、具体的実施例による代替の測定リクエストフレームボディフォーマットであ
る。このフレームは、集合タイプ要素６０４と、測定すべき所望のトラフィックタイプ（
又は局）を示す要素ＩＤ６０５とを含む。このフレームはまた、図５ｂの具体的実施例の
ものと同様の、測定されたＱｏＳパラメータ要素マップ要素６０６も含む。最後に、この
フレームは、１つ又は複数の測定されたＱｏＳパラメータヒストグラムリクエスト要素を
含むフレーム要素６０７を含む。したがってフレーム要素６０７は、ヒストグラムの形態
で前述した或るパラメータのデータをリクエストする。例えば要素６０７は、ヒストグラ
ムの形態でＴＳの遅延をリクエスト可能である。
【００５０】
　図７は、具体的実施例による測定されたＱｏＳパラメータリクエスト要素マップフィー
ルドである。このリクエスト要素は、集合タイプとその関連の値を含む。当該リクエスト
要素マップフィールドは、ＳＴＡ７０１毎、ＡＣ７０２毎、ＴＳ７０３毎及びＵＰ７０４
毎にデータのリクエストを含みうる。このフィールドは、図６ｂのフレーム要素６０４の
ために用いることができる。
【００５１】
　図８ａは、具体的実施例による測定されたＱｏＳパラメータリクエスト要素マップフィ
ールドを示す。このフィールドは、遅延及びキュータイプを含む。すなわち、このフィー
ルドは、平均遅延フィールド８０１、最大遅延フィールド８０２、最小遅延フィールド８
０３、標準偏差遅延フィールド８０４、遅延分散量フィールド８０５及び遅延ヒストグラ
ムフィールドを含む。このフィールドはまた、平均キュー長フィールド８０７と、最大キ
ュー長フィールド８０８と、最小キュー長フィールド８０９と、標準偏差キュー長フィー
ルド８１０と、キュー長分散量フィールド８１１と、キュー長ヒストグラムフィールド８
１２とを含む。
【００５２】
　図８ａのＱｏＳパラメータリクエスト要素マップフィールドは、図６ｂのフレームの代
わりに用いることができ、システム内にあれば、測定すべきパラメータは予め知られてい
る。例えば、このパラメータが当該システムアーキテクチャにより規定されると、フレー
ム要素６０４及び６０５は省略可能であり、或いはその一部が併合又は組み合わされるこ
とが可能である。例えば、図３ａのフレームが用いられると、或るサブセットのビットは
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組み合わされ単一のビット（例えば図７における値）として表現可能である。測定されな
い量が当該測定ノードにより戻されると、これらは例えば０ｘＦＦといった所定のフィー
ルドコードにより表示可能である。
【００５３】
　図８ｂは、具体的実施例による測定レポートフレームである。このレポートフレームは
、集合タイプフレーム要素８１４、ＡＣ／ＴＳ／ＵＰのＩＤフレーム要素８１５、測定さ
れたＱｏＳパラメータ要素マップ８１５、ステータスコード８１６及び測定されたＱｏＳ
パラメータ要素又は測定されたＱｏＳパラメータヒストグラム８１７を含む。要素８１３
，８１４及び８１５は、リクエストしているＱＡＰ又はＱＳＴＡにより送信されるもの（
例えば、それぞれフレーム要素６０４，６０５及び６０６）と実質的に同じものである。
ステータスコード要素８１６は、当該リクエストを完了するときに出現する可能性のある
異なるエラー状態に対応するビット符号が割り当てられたコードを含む。これらは、測定
拒否、測定非サポート、測定パラメータ非サポート及び同様のエラーを含むが、これらに
限定されるものではない。最後に、このフレーム要素８１７は、リクエストされたパラメ
ータのデータ又はヒストグラムを含む。これらは、選ばれたトラフィックタイプ又は局の
遅延又はキューに適したものとなる。
【００５４】
　なお、この開示内容に鑑みれば、当該具体的実施例の無線ネットワークにおける測定及
び監視に関して説明した種々の方法、装置及びネットワークはハードウェア及びソフトウ
ェアで実現可能である。さらに、種々の方法、装置及びパラメータは、専ら例示により示
したものであり、限定する意図はない。この開示内容に鑑み、当業者は、自分の技術及び
必要となされる機器を決定してこれら技術を有効なものとする際に、添付の請求項の範囲
内に留まりつつ、種々の具体的方法、装置及びネットワークを実現することができるもの
である。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】具体的実施例による無線ローカルエリアネットワークのブロック図。
【図２】具体的実施例による遅延若しくはキューデータ又はこれら双方を取り込みかつ記
憶する方法のフローチャート。
【図３ａ】具体的実施例による管理情報ベース（ＭＩＢ）の一例の簡単化された概略図。
【図３ｂ】具体的実施例による管理情報ベース（ＭＩＢ）の他の例の簡単化された概略図
。
【図４ａ】具体的実施例による測定されたＱｏＳパラメータ報知要素フォーマットのフレ
ームの一例を示す図。
【図４ｂ】具体的実施例による測定されたＱｏＳパラメータ報知要素フォーマットのフレ
ームの他の例を示す図。
【図５ａ】具体的実施例によるＱｏＳパラメータヒストグラム測定リクエスト要素フォー
マットのフレームを示す図。
【図５ｂ】具体的実施例によるＱｏＳパラメータヒストグラム報知要素フォーマットのフ
レームを示す図。
【図６ａ】具体的実施例によるＱｏＳパラメータ測定リクエストフレームボディフォーマ
ットの一例を示す図。
【図６ｂ】具体的実施例によるＱｏＳパラメータ測定リクエストフレームボディフォーマ
ットの他の例を示す図。
【図７】具体的実施例によるＱｏＳパラメータ測定集約タイプのフィールドを示す図。
【図８ａ】具体的実施例によるＱｏＳパラメータリクエスト要素マップフィールドを示す
図。
【図８ｂ】具体的実施例によるＱｏＳパラメータ測定報知フレームボディフォーマットを
示す図。



(12) JP 4819063 B2 2011.11.16

【図１】 【図２】

【図３Ａ】

【図３Ｂ】

【図４Ａ】

【図４Ｂ】

【図５Ａ】

【図５Ｂ】

【図６Ａ】

【図６Ｂ】



(13) JP 4819063 B2 2011.11.16

【図７】

【図８Ａ】

【図８Ｂ】



(14) JP 4819063 B2 2011.11.16

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  ソームロ　アムジャッド
            アメリカ合衆国　ニューヨーク州　１０５１０－８００１　ブリアクリフ　マノアー　ピーオー　
            ボックス　３００１
(72)発明者  ゾン　ヅン
            アメリカ合衆国　ニューヨーク州　１０５１０－８００１　ブリアクリフ　マノアー　ピーオー　
            ボックス　３００１

    審査官  大石　博見

(56)参考文献  特開２００４－１４０６０４（ＪＰ，Ａ）
              米国特許出願公開第２００４／００５８６５２（ＵＳ，Ａ１）
              米国特許出願公開第２００３／０１０１２７４（ＵＳ，Ａ１）
              米国特許第０６４９０２８１（ＵＳ，Ｂ１）
              米国特許出願公開第２００６／００１９６６５（ＵＳ，Ａ１）
              米国特許出願公開第２００６／００６７４４３（ＵＳ，Ａ１）
              米国特許出願公開第２００５／０１４１４７６（ＵＳ，Ａ１）
              米国特許出願公開第２００４／００３７３２７（ＵＳ，Ａ１）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04W  24/00
              H04W  84/12


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

